
菅野憲司先生を送る

ユーラシア言語文化論講座一同
菅野憲司先生は、昭和６２年４月に千葉大学教養部に講師として着任され
た。教養部、普遍教育において英語教育を担当され、その後助教授に昇任さ
れた後、文学部へ配置替えとなった。平成２４年に文学部教授となられ、学
部及び大学院（文学研究科、人文社会科学研究科、人文公共学府）におい
て、長年にわたり言語学の分野の教育及び研究に従事された。令和３年３
月より疾病により休職、令和５年１１月逝去された。

菅野憲司先生略歴
昭和５６年３月 福島大学教育学部中学校教員養成課程英語科卒業
昭和５６年４月 筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科（言語学専攻）入学
昭和５８年３月 同研究科 文学修士号取得
昭和５９年９月 同研究科 単位取得済中途退学
昭和５９年１０月 山梨県立女子短期大学講師
昭和６２年４月 千葉大学講師教養部講師
平成１年１２月 千葉大学教養部助教授
平成６年４月 千葉大学大学院文学研究科担当
平成１９年４月 千葉大学文学部准教授
平成２４年４月 千葉大学文学部教授
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菅野憲司先生業績一覧
「著書」
『「うそ」の認知科学的研究（その萌芽）』（平成６年度科学研究費補助金（奨
励研究（Ａ）萌）研究成果報告書）１９９５。
『言語研究の軌跡と奇跡に向けて』開拓社。２００２。

「論文」
１．「第５０号を迎える『人文研究』に関する覚書：『人文学部紀要』と（人
文学部紀要４～１３―J／H）とを、中心に」『千葉大学人文研究』５０号、
２０２１、pp.２３５―２４４。

２．「チョムスキーと『チョムスキー』：専門書やテキストとしての田中（１９８３
a）」『千葉大学ユーラシア言語文化論集』２２号、２０２０、pp.１９―２６。

３．「２０２０年４月８日から５月３１日までの自宅待機」『千葉大学人文公共学
研究論集』４１号、２０２０、pp.１６７―１７０。

４．「二〇一八年度千葉県での『広辞苑』関連講演２件：二〇一九年七月関
西言語学会講演資料も添えて」『千葉大学人文公共学研究論集』４０号、
２０２０、pp.７１―８７。

５．「故寺村秀夫先生の口癖へのお応えに：「Chomskyが亡くなったら英語
学者はどうすんのやろか？」へのお答えで」『千葉大学ユーラシア言語
文化論集』２１号、２０１９、pp.５５―６０。

６．「【模擬講義報告その２】合併銀行名の命名：随意的選択と義務的選択
と」『千葉大学人文公共学研究論集』３９号、２０１９、pp.９２―９５。

７．「京大大学教育研究フォーラム１５年目：「大学入学共通テスト」英語入
学試験は東大に右習い」『千葉大学人文研究』４８号、２０１９、pp.１６１―１７３。

８．「第２５回大学教育研究フォーラムに向けて：個人研究口頭発表と、参加
者企画セッションと」『千葉大学人文公共学研究論集』３８号、２０１９、pp.
３１９―３２２。

９．「二字交替漢字語の六分類：日本語・中国語における成果と課題と」『千
葉大学ユーラシア言語文化論集』２０号、２０１８、pp.２９９―３０８。
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１０．「和洋・テレフォン・メソッドに向けて：聴覚刺激単独法に基づき、只
管静聴に励んで」『和洋女子大学英文学会誌』５２号、２０１８、pp.１１５―１２１。

１１．「教育研究ノート 英語ライティング担当２９年を振り返る：割当書きコ
ピーの添削から、復習のプリント活用まで」『和洋女子大学英文学会誌』
５１号、２０１７、pp.１２７―１５１。

１２．「チョムスキーの慶応大学講演について」（冨野光太郎と共著）『千葉大
学人文社会科学研究』３２号、２０１６、pp.１８０―１９０。

１３．「教育研究ノート Subwayか、Undergroundか？：英米語間真逆の真
相に挑む」『和洋女子大学英文学会誌』５０号、２０１６、pp.９７―１００。

１４．「教育研究ノート First Floor：２階か、１階か、それが問題だ」『和
洋女子大学英文学会誌』４９号、２０１５、pp.１３８―１４５。

１５．「Happy New Yearは、「無冠詞」でなく、ゼロ冠詞である：A Happy
New Yearは、文法的に間違いではない」『和洋女子大学英文学会誌』４８
号、２０１４、pp.９５―９９。

１６．「教育研究ノート ReconfirmationⅡ全２０回各回５番目全２０問の連載：
英語における両義性という特徴・特長の興味深さ」『和洋女子大学英文
学会誌』４７号、２０１３、pp.１１３―１３５。

１７．「『世界言語の人称代名詞とその系譜 人類言語史５万年の足跡』一人
称代名詞の遺伝子的背景を探求する先駆的な研究」『千葉大学人文研究』
４１号、２０１２、pp.１１７―１２４。

１８．「《提言》「迷惑学」から迷惑学へ―「己の欲せざる所人に施すなかれ」
以下でも以上でもない―」『千葉大学人文社会科学研究』２４号、２０１２、
pp.１６６―１７１。

１９．「ReconfirmationⅡの２０年：英文法の確認と再確認と」『和洋女子大学
英文学会誌』４６号、２０１２、pp.１４８―１７１。

２０．「合併銀行命名の決定版―義務的選択と、随意的選択と―」『千葉大学
ユーラシア言語文化論集』１３号、２０１１、pp.３９―４８。

２１．「Reconfirmationの２１年―英文法の再確認と確認と」『和洋女子大学英
文学会誌』４５号、２０１１、pp.１０８―１２９。

２２．「留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み―共同研究、
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韓国語絶対敬語と日本語相対敬語と―」『千葉大学人文社会科学研究』２１
号、２０１０、pp.３８５―３８９。

２３．「合併銀行名は「接点」ではなく「同値」―右側主要部規則ではなく左
側優先性原則―」『千葉大学人文研究』３９号、２０１０、pp.１３９―１４９。

２４．「合併銀行名は、融合学問名と異質で、統合省庁名と反対―「同値」は、
「接点」と異質で、内部に変種がある―」『千葉大学ユーラシア言語文
化論集』１２号、２０１０、pp.６１―７０。

２５．「無冠詞の独自性―定・不定冠詞の両面性との対比」『和洋女子大学英文
学会誌』４４号、２０１０、pp.７０―７６。

２６．「合併銀行名の意味論：三井住友銀行と関東つくば銀行と」『千葉大学人
文社会科学研究』１９号、２００９、pp.３０８―３１４。

２７．「母語聞き話しは、母語読み書きよりも、直立二足歩行に近い―習得臨
界期存在理由を説明することに向けて―」『千葉大学ユーラシア言語文
化論集』１０号、２００８、pp.４３―５２。

２８．「英語IT分裂文の機能：焦点にuntil／tillと否定」（石井敦子と共著）『千
葉大学ユーラシア言語文化論集』７号、２００４、pp.１―１１。

２９．「最小限完全化授業」の発想と提案：単位過少習得学生の教え方」『千葉
大学人文研究』３３号、２００４、pp.２１９―２２４。

３０．「第１３回国際応用言語学者会議、２００２年１２月１６―２１日、シンガポール：
Kanno（２００２）と会議の話題と」『千葉大学ユーラシア言語文化論集』
６号、２００３、pp.４９―５４。

３１．「二字交替漢語の六分類とその関係―右側主要部規則と左側優先性原則」
『千葉大学人文研究』千葉大学文学部総務委員会内図書・紀要委員会
編３２号、２００３、pp.２６１―２７４。

３２．「自然獲得」『千葉大学ユーラシア言語文化論集』５号、２００２、pp.５２―５８。
３３．「二字交替漢語における可換性―青緑・緑青と早慶・慶早の意味合い」

『千葉大学人文研究』千葉大学文学部総務委員会内図書・紀要委員会
編３１号、２００２、pp.２３９―２４６。

３４．「「非母語習得臨界期仮説」：臨界性包含的分類の意味合い」『千葉大学
ユーラシア言語文化論集』４号、２００１、pp.２４―３０。

千葉大学 人文研究 第５３号

４



３５．「Chomskyの関心・無関心―功績と課題と」『千葉大学人文研究』千葉
大学文学部総務委員会内図書・紀要委員会編３０号、２００１、pp.１６１―１７０。

３６．「第４の言語習得装置とビッカートンのバラ言語：pre-LADの提案とそ
の意味合い」『千葉大学ユーラシア言語文化論集』３号、２０００、pp. ２２―
２９。

３７．「評価合計の提案とその意味合い―「評価差値」の補助としての評価合
計」千葉大学人文研究＝The journal of humanities ／ 千葉大学文学部総
務委員会内図書・紀要委員会 編２９号、２０００、pp.２３９―２４４。

３８．「言語習得臨界期とブラインド・メソッド「聴覚刺激単独法」の再訪」
『千葉大学ユーラシア言語文化論集』２号、１９９９、pp.５９―６６。

３９．「「評価差値」の提案とその意味合い―理想的教員学生間の相互評価をめ
ざして」『千葉大学人文研究』２８号、１９９９、pp.１５１―１５５。

４０．「ピジンからクレオールヘ：ピッカートンとチョムスキーの接点」『千葉
大学ユーラシア言語文化論集』１号、１９９８、pp.３０―３８。

４１．「究極の外国語習得法―ブラインド・メソッド「聴覚刺激単独法」の提
案」『千葉大学人文研究』２７号、１９９８、pp.１３３―１４１。

４２．「言語の起源と消滅―言語習得の始点と終点」『千葉大学人文研究』２６
号、１９９７、pp.５７―６４。

４３．「言語習得における臨界期―言語習得装置の質的変化」『千葉大学人文研
究』２５号、１９９６、pp.１３５―１４０。

４４．「「間接目的語」は間接目的なのか？」『千葉大学教養部研究報告Ｂ』２６
号、１９９３、pp.１９１―１９３。

４５．「第１５回国際言語学者会議」『千葉大学教養部研究報告Ｂ』２５号、１９９２、
pp.２７７―２７９。

４６．「平成２年度英語教育担当教員連合王国派遣に参加して」『千葉大学教
養部研究報告Ｂ』２３号、１９９０、pp.４６７―４７６。

４７．「３番目の定冠詞を伴う最上級」『和洋女子大学英文学会誌』２４、１９９０、
pp.５１―５６。

４８．「第９回国際歴史言語学会」『千葉大学教養部研究報告Ｂ』２２号、１９８９、
pp.２３５―２３７。
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４９．「うそを聞くこと、話すこと―うその７つの条件について」『千葉大学
教養部研究報告Ａ』２２号、１９８９、pp.２８７―２９４。

５０．「ヤーコブソンの「鏡像関係」の一考察―日本語助詞の習得と喪失を中
心にして」『千葉大学教養部研究報告Ａ』２１号、１９８８、pp.１６５―１８０。

５１．「発話行為の副詞の両義性について」『千葉大学教養部研究報告Ｂ』２０
号、１９８７、pp.１９７―２０４。

５２．Functional Explanations of Double-nominative Phenomena.『山梨県
立女子短期大学紀要』２０号、１９８７、pp.１３―２１。

５３．「英語の最上級と定冠詞の有無―定冠詞の意味的観点から」『千葉大学教
養部研究報告Ａ』２０号、１９８７、pp.１５３―１６８。

５４．Function Assignment.『山梨県立女子短期大学紀要』１９号、１９８６、pp.
１１―２０。

５５．「発話行為の副詞の両義性について」『言語研究』９０号、１９８６、日本言
語学会、pp.２３４―２３５。

５６．「英語の間接目的語の一考察：対応する前置詞句と受動文との関連から
（第二室、日本英文学第５４回報告）『英文学研究』５９号２巻、１９８２、pp.
３８１―３８２。

５７．「英語の能動受動態の一検討―エンパシーの観点から」『言語研究』７９
号、１９８１、日本言語学会、pp.１２１―１２４。

５８．「関和算の言語学への一検討」『言語研究』７７号、１９８０、日本言語学会、
pp.９２―９３。
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